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リュウキュウマツの成長量調査Ⅲ

砂川季昭＊

SuekiSuNAKAwA：ＯｎｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕ－ｍａｔｓｕ

（P伽"８Ｊ"c伽e"sisMayr)．１１１

Ｉ緒 目

本調査は，１９５９年９月に沖縄本島南部でおこなったものである。

Ⅲ調査地の概況

１）地況沖縄本島南部の地況は宮古島に似ていて，山岳地帯は無く，僅かの丘陵を除くとほと

んどが平坦地である。

調査地の場所，所有別，方位。傾斜，海岸から距離などは第１表に示してある。

２）林況全般的に農地や原野が多く森林らしい林分は見らない。ただ点在的に小団地に林木が

生育している現況である。

各調査地は，そのほとんどが天然下種更新によって成林したようであるが，成長は一般に不良であ‘

る。

標準地面債，本数，下層植生は第２表に示してある。

標本は，各調査地から２～４本伐採して樹幹析解をなしたが，その結果は第３表～第19表のとおり

である。

第１表調査地別所有別方位，傾斜および海岸からの距離

海岸からの
距離（k、）
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第２表調査地別標準地面積，ｈａ当り立木本数および下層植生

ｈａ当り
立木本数

面積調査地 植 生

本
2375

Ｉｎｌｎ

２０×２０ ススキ，ソテツ，ゲットウ，イヌビワ，ノブドウ，オキ
ナワトベラ，ハゼノキ，ノポタン，クチナシ

兼城村字座波前原

ソテツ，ハクサンポク，ツワプキ，ハゼノキ，コシダ，
クスノキ，エグウチチヂミザサ，ハマイヌピワ，ゲツキ
ツ，ゲットウ，センダン，シマゲワ，ノブドウ，ススキ

兼城村字阿波根赤嶽原 1375２０×２０

ススキ，ヤブニッケイ，ソテツ，クチナシ，ハクサンポ
ク，オキナワトベラ，ゲットウ，ハマイヌピワ，ハゼノ
キ，クロヨナ，ゲツキツ，コシグ

玉城村字垣花屋宜原＊ ２０×２０ 550

ススキ，チガヤ，オキナワトベラ，イヌピワ，クチナシ，
ノイチゴ，ノポタン

具志頭村字大頓川平原 ２０×２０ 3975

ススキ，チガヤ，クチナシ，ノポタン，コシグ，オキナ
ワトペラ

東風平村字東風平西原 ２０×２０ 2400

＊玉城村字垣花屋宜原には，ヒイランシヤリンパイ，ハクサンポク，ヤプニッケイなどの潅木が
混交している。

第３表標本の各種測定値

考備No.｜ＤＢＨ（c、）ｌＨ（、）ｌＶ（ｍ８）ｌＡ（年）
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〃

〃

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

1３．５５

８．３８

１７．７３

１１．５２

３．６０

７．５２

４．２２

１２．５１

４．１３

６．８１

１．９８

７．２５

２．８５

６．３５

４．００

０
７
４
８
４
５
１
７
５
７
２
５
４
４
１

２
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
５
０
０
０
０
５
０
０
５
０
０

０
３
２
６
４
４
４
４
１
２
１
８
０
７
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
７
０
８
４
６
４
７
４
５
３
４
３
４
４

１

0.0737

0.0232

0.1722

0.0439

0.0029

0.0161

0.0042

0.0507

0.0037

0.0123

0.0007

0.0120

0.0017

0.0100

0.００４０



琉球大学農家政工学部学術報告第１１号（1964）130

第４表樹高総成長量表（、）
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第５表胸高直径総成長量表（c、）
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第６表胸高断面積総成長量表（ｍ２）
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第７表材積総成長量表（ｍ３）
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第８表樹高連年成長量表（、）
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第９表胸高直径連年成長量表（c、）

織卜｜Ⅲ｜Ⅱ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅸ｜⑳｜Ⅲ
0．４０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

８
２
６
５
４
３
８
８
７
８
３
６
０
１
９

２
４
２
２
１
３
２
３
０
１
１
２
０
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
７
０
２
８
１
３
５
５
７
９
９
５
０
２

１
７
１
０
３
６
４
０
３
５
１
４
２
８
６

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
１
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

0．７７

０．３７

１．１３

０．７４

0.18

0．８２ ０．１８

0．３７

0．２２

0．５１

0．０１

0．６１0．７５

０．３６

０．４０ 0．４１

0．１１

0．６３

０．３５

０．４０

0．１９



砂川：リュウキュウマツの成長量調査Ⅲ 133

第１０表胸高断面積連年成長量表（ｍ２）
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第１１表材積連年成長量表（ｍ３）
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第１２表樹高平均成長量表（、）
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２
６
５
６
１
６
５
７
９
９
６

５
６
６
４
４
５
４
４
３
３
３
３
１
３
４

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

0．４７

０．４６

０．５７

０．５１

0．４５

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

0．４３

0．４３0．４７

0.48

０．３２

０．４３

0．４０

０．４７

０．２７

０．３２

0．４４

0．３１

０．２６

０．３２

０．２２

０．３４

０．４０

第１３表胸高直径平均成長量表（c、）

磯ｌ５１ｍｌⅢ｜⑫｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅲ’'@｜Ⅲ
８
２
６
５
４
３
８
８
７
８
３
６
０
１
９

２
４
２
２
１
３
２
３
０
１
１
２
０
１
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
８
３
６
７
６
１
１
８
６
８
３
６
６

７
６
６
６
２
４
３
７
２
３
１
３
１
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

０．７４

０．５２

０．８３

０．６７

0．６５

０．４８

0.83 0．７２

0.62

０．２５

0．４８

0．３２

０．７３

０．２６

０．３８

0．７１

0．３９

０．１５

0．４６

０．１９
p

０．４４

0．３４
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第１４表胸高断面積平均成長量表（ｍ３）

駒,｜、Ⅱ｜⑫｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅲ！〃｜Ⅲ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

0.0000

0.0001

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0001

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

ｑＯＯＯＯ

Ｏ､００００

0.0000

0.0004

0.0003

0.0004

0.0003

0.0001

0.0002

0.0001

0.0004

0.0000

0.0001

00000

0.0001

0.0000

0.0002

０．０００１

0.0006

0.0003

０．０００８

０．０００５

0.0007

0.0003

0.0011 0.0010

０．０００５

0.00001

０．０００３

0.0001

０．０００６１０．０００７

IiII1コ ０．０００２

０．００００

0.0003

０．００００

０．０００２

０．０００１

第１５表材積平均成長量表（ｍ８）

熊|,｜Ⅱ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ■Ⅲ｜,,｜Ⅸ
0.00340.0001

０．０００２

0.0001

00000

0.0000

00000

0.0001

０．０００１

0.0000

0.0000

00000

0.Ｏ０００

ｑｏｏｏｏ

Ｏ.Ｏ000

0.0000

０．００１３

０．００１１

０．００１３

０．０００８

ｑＯＯＯ１

０．０００５

０．０００３

０．００１１

０．０００１

0.0003

00001

0.0003

00000

0.0005

０．０００３

0.0029

0.0013

0.0033

0.0019

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

0.0013

０．００５０ 0.0047

0.0023

０．０００２

0.0010

０．０００３

0.00280.0024

0.0002

0.0005 0.0007

0.0001

０．０００７

0.0001

0.0006

0.0003
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第１６表樹高成長率表（％）

=T三、雲ﾐ|Ⅲ０Ⅱ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅲ■〃｜Ⅲ

５
６
３
７
９
５
３
３
４
０
７
５
２
０
３

２
９
５
６
９
７
８
５
６
５
５
１
１
０
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
７
７
１
８
３
０
２
５
９
５
６
３
３

１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

１
１
１
１

５．２９

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

７．３３

４．１５

２．９６

１０．７５

1．１３

２．０４ 1．５０

2．４２

３．７６

8．５３

２．３３

3．８０

７．８５

５．０３

0.97

2．１１

2．１４

7．７８

8．２７

５．３０

２．３３

第１７表胸高直径成長率表（先）

=iIx、全{＝ 1０１１１１１２１１４１１５１１７１１８１２０１２４

８．９０

５．５９

１２．７９

９．６７

１
６
１
５
１
４
１
８
７
４
９
１

７
１
２
１
０
３
１
２
０
７
４
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
３
９
８
０
３
０
０
４
２
９
３

３
２
３
３
３
２
２
３
４
３
１
２

３．３４

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
‐
４
５

１
１
１
１
１
１

０．８８

５．８４ ０．８３

2．１３

5.88

9．０１

０．２８

８．８２

１３．２５

９．００

2．１５

6．８７

6．６１

13.04

2０．８９

７．７８5３．７３

５０．１８ ５．２９
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第１８表胸高断面積成長率表（％）

=二Ｆ、空ﾐ|Ⅱ｜Ⅱ｜⑫！Ⅲ｜Ⅲ｜Ⅳ｜Ⅲ｜Ⅷ｜Ⅲ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

82.96

56.32

1８．７９

１１．３８

２６．９５

１９．８１

６．６８

1．６１

１．７１12.00

４．４０

1２．４７

5３．４２

３７．９７

６７．８８

1９．２５

1１．２１1８．３８

３１．９５

１８．７７ 1４．３６6１．５４

2２．４７

6１．５４ 2８．１４

5６．５２

１７．００

1０．００

第１９表材積成長率表（％）

～Ａｇｅ
～

～

～

Ｎｏ．～～
1０１１１１１２１１４１１５１１７１１８１２０１２４

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

2７．２０

１２．１７

２９．７６

２８．７０

9．６６8４．７１

６４．３８ 2．４８

1５．０６ 2．７１

７．４２

14.046９．５２

2６．８４

5４．０２ 2３．０８

1３．３２2７．８８

３０．４５

１９．９６

5５．１８

９８．７３ 2１．１４

1８．３２

7４．１１ 2７．３１

6８．１９

１８．５９9４．０３

９４．７３ 1７．８６



琉球大学農家政工学部学術報告第１１号（1964）１３８

1m考察

１）樹高成長轡曲点の位置のあることが認められる屯の５本で，ほかの９本はＹ軸（令階軸）

に凹の成長曲線を示していて湾曲点は存在しない。ただし，１本は未だに凸の成長曲線を示している

が（Ｎｏ．１３）１５～２０年頃に轡曲点が現われるのでないかと思われる。

本調査地（沖縄本島南部）の樹高総成長は，第１期と第２期の成長期間の区分けが判然とせず，第

３期の成長開始期はおよそ推察可能のごとくである。

連年成長，平均成長最大の時期は，それぞれ標本の６０％が５年となっていて，２０％がそれぞれ

１０年，残りの２本が１５年となっている。

平均成長が連年成長を上回る時期は，５～１０年が８本，１０～１５年が５本，１５～２０年が１本となっ

ており，１本は観察できない。

２）直径成長第１期はほとんどが５年まで，第２期は５～２０年，第３期は２０年前後からと

推察される。

連年成長量最大の時期は，１０年が１２本，１５年が３本となっていて，平均成長量最大の時期は，

１０年が６本，１５年が４本で，残りの５本は観察できない。

平均成長が連年成長を上回る時期は，１０～１５年が６本，１５～２０年が４本で，残りの５本は観察で

きない。

３）材積成長第１期はほとんどが５年までとみられ，１０年までとみられるものもいくらか観

察される。第２期，第３期については観察できない。

連年成長，平均成長最大の時期ならびに平均成長が連年成長を上回る時期も観察されない。
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